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２.はじめに                

このたびは、エー・アンド・デイの多点非接触型体温計フェイスサーモ

(TM-1621)をお買いあげいただき誠にありがとうございます。  

本品を十分にご活用いただくため、ご使用前にこの取扱説明書をよく 

お読みになり、いつでも見られる所に大切に保管してください。 
 

３.特長                  

・本品は、顔の皮膚表面温度 体温値換算する医療機器です。 

・アレイセンサにより、測定対象の顔を 64 個(8×8)に分割して、それ

ぞれの温度を測定します。その中の最高温度を選択することで、高精

度の体温測定を可能にします。  

・ 患者と測定者との距離を 1m 程度に保つことができるため、飛沫によ

る感染の危険性を低下させます。 

（一般的に、患者の咳やくしゃみによる飛沫感染は、患者との距離が

90cm 以内であると感染のリスクが高いとされています。） 

・表面温度計モードを使い、水、物質の表面、赤ちゃんの哺乳瓶などの 

対象物の温度を測定することが可能です。 
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４.略語・記号の解説            
 

記号 
（シンボル） 解説 

 
電撃保護の程度を表す。BF 形装着部。 

 
取扱説明書、添付文書を参照。 

SN 製造番号を表す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

.  
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６.各部の名称

 

名称 説明 

表示部 測定値などを表示します。（ 6～7 ページ） 

ON ボタン 本体が起動し、もう一度押すと検温します。 

MEM ボタン 
記憶された測定値を確認するときに押します。

（  16～17 ページ） 

ビューファインダー 

フェイスラインとアイラインが表示されており、

これを用いて患者との位置や角度を合わせます。 

（  7 ページ） 

センサ部 
顔の皮膚の表面から放射される赤外線を感知し

ます。 

電池蓋 単 4 形アルカリ乾電池を収納します。 

電池蓋

センサ部

【表側】 
【操作面】 【測定面】 

ビューファインダー
ON ボタン 

MEM ボタン 

表示部
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７.表示について              

【表示部】 

 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記号 
（シンボル） 解説 

 
体温計モードで測定した値が 35.8～38.0℃のときに 

表示されます。 

 
体温計モードで測定した値が 35.7℃以下または 38.1℃

以上のときに表示されます。 

 

測定時の周辺温度が 10～40℃以外の場合に表示されま

す。 

 電池残量が少ない場合に表示されます。 

 
メモリモードのときに表示されます。      

（ 16～17 ページ） 

ブザー機能が OFF のときに表示されます。 

（ 18 ページ） 

 
体温計モードのときに表示されます。体温計モードは、

顔の皮膚表面温度を 換算して表示します。 
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表面温度計モードのときに表示されます。表面温度計 

モードは、対象物の表面温度を表示します。 

 測定中に表示されます。 

 測定値の表示単位を摂氏（℃）で表示します。 

 測定値を表示します。 

 アイライン１。表示部の中央に表示されます。 

 
 

【ビューファインダー】 
 
 
 

 
 
 
 

 

名称 説明 

フェイスライン 1 
患者が大人の場合に、患者の顔の輪郭に合わせる

ためのラインです。 

フェイスライン 2 
患者がお子様の場合に、患者の顔の輪郭に合わせ

るためのラインです。 

アイライン 2 
センサ部と患者の高さを合わせるためのライン 
です。 

  

 

 

 

 

フェイスライン 1 

（青色の点線） 

フェイスライン 2 

（ピンク色の点線）

アイライン 2 

（ピンク色の点線） 
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８.使用前の準備

８.１.乾電池を入れる

         

① ネジを外す。

付属品の電池蓋用ドライバーを反時計周りに回し、ネジを外し

てください。 

（プラスドライバーを使用します。）

② 電池蓋を外す。

電池蓋を押しながら、矢印の方向に電池蓋をずらして外してく

ださい。

電池蓋

押す

電池蓋用ドライバー
（付属品）
（ご使用の際は、ドライバー

の蓋を回して外してくだ
さい。）
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・ネジや電池蓋の紛失に注意してください。 

・ が表示された場合は、電池を交換してください。 

・本品を長期間お使いにならないときは、本体から乾電池を抜いて 

保管してください。乾電池が液漏れすることがあります。  

③ アルカリ乾電池を 2 個入れる。 

   電池蓋にあるプラス（+）、マイナス（-）のマークを確認し、

     間違えないように入れてください。 

④ 電池蓋を閉める。 

   電池蓋を再び取り付け、「カチッ」と音がするまで閉めてくだ 

     さい。ドライバーを時計周りに回し、ネジを固定します。 

ON ボタンを押して表示部から乾電池の電池残量マーク が

消えたことを確認してください。 
 

マークを確認する 
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９.操作方法               
９.１.体温計モードで測定する        

このモードでは、体温（舌下温度）を測定します。なお、正確な測定を

するために、「安全測定のための警告および注意」を必ずお読みくださ

い。（  ⅵページ） 

 

・  マークが表示され、表面温度計モードになっている場合は、MEM

ボタンを長押ししてください。体温計モードへと移行し  マーク

が表示されます。 

・待機モード中は、アイライン１は表示されません。表示させる場合

は、ON ボタンを短く押し、本体を起動させてください。 

 

  ①  測定を開始する。 
  ON ボタンを押してださい。 

   ブザーが鳴り表示部が点灯します。点滅後本体が起動します。 

     

 ② 測定モードの確認。  

   マークが表示されていることを確認してください。 
   電源の起動時は、体温計モードになります。 

 

 ③ 患者との距離を合わせる。 
  患者から 30～40cm の距離を保ち、センサ部を患者の顔の正面に 

  向けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 平行に保つ 

30～40cm 
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 ④ 患者との位置を合わせる。    

表示部を覗き込みながら、患者が大人の場合にはフェイス     

ライン 1、お子様の場合にはフェイスライン 2に患者の顔の輪郭   

を合わせます。 

     （センサ部から患者の距離が 30～40cm のときに、おおむね顔の      

輪郭がフェイスラインと一致します。） 
 

 

  
 
 
      
 
   
 
       

 
 
 
  
  

 

 ⑤ 患者との角度を合わせる。   

   表示部を覗き込みながら、患者の目のラインとアイライン 1、 

      アイライン 2 が一致するように本体の角度を合わせてくだ 

   さい。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイライン 1 アイライン 2 

フェイスライン 1（青色の点線） 

フェイスライン 2（ピンクの点線） 表示部 
患者の目のライン 

大人の場合 お子様の場合 
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⑥ 測定をする。

ON ボタンを押すと、ブザーが鳴り測定中の  マークが表示部 

に表示されます。測定完了を知らせるブザーが鳴るまでそのまま 

  約 3秒間お待ちください。 

⑦ 測定値を読む。

ブザーが鳴り、測定終了を知らせます。測定値を読み取って 

ください。測定結果により以下のような体温アラームマークが 

表示されます。

【体温アラームマーク】

：測定温度が 35.8～38.0℃ 

：測定温度が 35.7℃以下または 38.1℃以上 

※繰り返し測定する場合は、③～⑥の手順を繰り返してください。 

測定中

測定値
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 ⑧ 待機モードにする。 

約 30 秒間ボタン操作をしないと、自動的に表示が消え待機モー

ドになります。 

    

 

 

・手動操作では電源を OFF にすることはできません。自動的に表示が

消えるまで、約 30 秒間お待ちください。 
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９.２.表面温度計モードで測定する

① 測定を開始する。

ON ボタンを押してください。ブザーが鳴り表示部が点灯します。

点灯後、本体が起動します。  

② 表面温度計モードの設定。

MEM ボタンを長押ししてください。表面温度計モードへ移行し、 

マークが表示されます。 

③ 対象物との距離を合わせる。

体温計センサ部と測定物との距離を 14cm 以上に保ちます。 

腕を伸ばした状態で表示部を覗き、体温計のアイラインの幅を
測定対象の幅に合わせ、アイラインを測定対象の中心に合わせ
ます。 

14cm 

 

アイラインの幅

アイライン



 

 



 

. .
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③ MEM ボタンを繰り返し押す。

MEM ボタンを繰り返し押すことで、新しい順に測定値を表示しま

す。体温計モードと表面温度計モード、どちらのモードによる 

測定値かは、以下のマークの点灯で確認してください。

                                     

【表面体温計モードの測定値が表示された場合】

体温計モードの
マークが点灯

【体温計モードの測定値が表示された場合】

表面体温計モードの 
マークが点灯

＜メモリ No.1 表示＞ ＜測定値表示＞

＜メモリ No.2 表示＞ ＜測定値表示＞
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１０.ブザーの ON/OFF 切り換え

① 体温計モードまたは表面温度計モードで、ON ボタンと
MEM ボタンを同時に押します。

② 表示部が 2 回点滅してブザーが OFF になり、表示部に
 が表示されます。 

③ ON にする場合は、再度 ON ボタンと MEM ボタンを同時に
押してください。ブザーOFF 表示が消灯し、ブザーが ON
になります。

ON ボタン MEM ボタン 

ブザーOFF 表示 

消灯
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１１.保守

１１.１.保守点検と安全管理

本品の日常管理は、性能および安全性を維持するために必要です。使用

前点検を行うことをお勧めします。 

■ 本品は精密機械です。定期的に点検してください。

■ ご使用の前に、センサに汚れがないことを確認してください。

清掃 

■ アルコール、シンナー、ベンジン等の有機溶剤は使用しないでくだ

さい。

■ 蒸気、熱による滅菌をしないでください。

■ 清掃を行う場合は、表示部が消えていることを確認し、乾電池を

抜いてください。

■ 本体が汚れたときは、センサを傷つけないように注意し、柔らかい

布でよく拭き取ってください。

■ センサ部にホコリが入らないように注意してください。



20 

１２.修理を依頼される前に

修理を依頼される前に、下表およびエラーコード表を参考に対処して 

ください。解決できない場合は、お買い上げの販売店、または当社 ME

機器相談センターにお問い合わせください。 

現象 確認箇所 対処方法 

乾電池が消耗して 

いませんか？ 

新しい乾電池に交換してくだ 

さい。（  8～9 ページ） ON ボタンを 

押しても何も

表示されない。 乾電池の入れ方は 

正しいですか？ 

乾電池を正しく入れなおして 

ください。（ 8～9 ページ） 

測定値が 

異常に高い。 

または低い。 

・測定方法は適切 

 ですか？ 

・適切な測定モード

で測定しています 

か？ 

・以下のページを参照し、 

適切な方法で測定しているか 

  確認してください。 

「安全測定のための警告および 

 注意」（ ⅵページ） 

「操作方法」（  10～15 ページ） 

・ 体温計モードと表面温度計モ

ードがあります。適切なモード

で測定してください。 

・エラーコードが表示されて 

いた場合は「エラーコード表」 

 （  21～22 ページ）を確認 

  してください。 

※表面温度計モードについては、 

対象物の表面の性質により、温度

が低めに出る場合があります。 

ブザーが 

鳴らない。 

OFF ブザーマークが

点灯し、ブザー機能

が OFF になっていま

せんか？ 

ブザー機能をONにしてください。

（  18 ページ） 
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１３.エラーコード表

エラーコード 動作 内容 解決方法 

測定環境の温度が

高く、動作温度の

範囲（10～40℃）

を超えていること

を示します。 

 マークが

表示され、

表 示 部 が 

赤く点灯し

ている。 

測定環境の温度が

低く、動作温度の

範囲（10～40℃）

を超えていること

を示します。 

本品を、常温環境に 

約 30 分間おいてから

測定してください。 

ブザーが鳴

り、表示部 

が 5 秒赤く

点している。 

測定対象の温度が

高いため、本品が

表示可能とする 

温度範囲を超えて

いることを示して

います。 

エラーコード

H1-2 と測定

値が交互に点

灯し、ブザー

が鳴り、表示

部が5秒赤く

点灯してい

る。 

測定値が39～42.4℃

の範囲であり、体温

が正常な範囲を超

えているため、注意

が必要であること

を示しています。

(体温計モードの

測定のみ作動しま

す。)

誤った方法で測定して

いる可能性があります。 

「安全測定のための警

告および注意」を確認

し、もう一度測定して 

ください。 

※測定対象の温度範囲

が本品の表示温度範

囲を超えている場合、

測定はできません。 

本品の仕様は以下にな

ります。 

[表示温度範囲] 

体温計モード： 

22.0～42.4℃ 

表面温度計モード： 

10.0～70.0℃ 
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ブザーが鳴

り、表示部が

5秒赤く点

灯している。 

測定対象の温度が

低いため、本品が

表示可能とする 

温度範囲を超えて

いることを示して

います。 

エラーコード

L0-2 と測定

値が交互に点

灯し、ブザー

が鳴り、表示

部が5秒赤く

点灯してい

る。 

体温計モードで、

測 定 値 が 22 ～

33.9℃の範囲であ

り、体温が正常な

範囲を超えている

ため、注意が必要

であることを示し

ています。 

(体温計モードの

測定のみ作動しま

す。) 

誤った方法で測定して

いる可能性があります。 

「安全測定のための警

告および注意」を確認

し、もう一度測定して 

ください。 

※測定対象の温度範囲

が本品の表示温度範

囲を超えている場合、

測定はできません。 

本品の仕様は以下にな

ります。 

[表示温度範囲] 

体温計モード： 

22.0～42.4℃ 

表面温度計モード： 

10.0～70.0℃ 

・ブザーが OFF の場合は、ブザーは鳴りません。 

１４.廃棄

本品の廃棄およびリサイクルについては、環境保護のために地方自治体

の指導に従って処理してください。
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１５.アフターサービス・保証

本品および付属品は日本国内での使用を目的とし、保証は日本国内のみ

有効といたします。 

保証期間 

取扱説明書、ラベルの注意事項に従った正常な使用状態での保証期間は

下記のとおりです。 

■本体  ご購入より 12 か月 

免責事項 

下記の記載内容については、当社では責任を負いかねますのでご了承 

ください。 

■ この取扱説明書に記載されている安全上の注意や操作方法を守ら

なかった結果による故障・損傷。

■ この取扱説明書に記載されている電源、使用、保管環境など製品

の使用条件を逸脱した周囲条件による故障・損傷。

■ 適切な日常点検を怠っての使用による故障・損傷。

■ 本体以外の付属品、消耗品の故障、交換。

■ 製品を改造あるいは、不当な修理をされた結果に基づく故障・

損傷。

■ 転倒、操作上のミスなど使用者の責任とみなされるもの。

■ 火災、地震、水害、落雷など天災による故障・損傷。
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製品に関するご質問・ご相談窓口 

■ 当社 ME 機器相談センターにお申し付けください。

メディカル機器に関するご質問・ご相談・修理品窓口



 



 

 

 

UT

    UT

UT

   UT

UT

UT

UT

UT

 

UT 
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